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上
の
写
真
を
見
て
、
ど
ち
ら

が
足
利
尊
氏
だ
と
思
い
ま
す
か
。

左
の
写
真
は
、
1
9
8
0
年
代

以
前
ま
で
足
利
尊
氏
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
た
騎
馬
武
者
像
で
す
。

こ
の
騎
馬
武
者
の
武
具
や
馬
具

に
描
か
れ
た
家
紋
が
、
尊
氏
の

家
紋
で
あ
る
二

ふ
た
つ

引ひ
き

紋も
ん

で
は
な

く
、輪わ

違ち
が
い

紋も
ん

で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
在
は
尊
氏
本
人
で

は
な
く
南
北
朝
時
代
の
別
の
武

将
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
右
の
写
真
は
、
現
存
最
古

の
足
利
尊
氏
坐
像
で
あ
り
、
南

北
朝
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

今
年
度
に
国
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
貴
重
な
坐
像
で
す
。
尊

氏
の
子
、
2
代
将
軍
義よ

し

詮あ
き
ら

が
京

都
東
山
に
あ
っ
た
寺
院
に
奉
納

し
、
応
仁
の
乱
後
に
山や

ま

科し
な

地じ

蔵ぞ
う

寺じ

に
移
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
に

安あ
ん

国こ
く

寺じ

に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

尊
氏
が
室
町
幕
府
を

開
く
ま
で

　

元げ
ん

弘こ
う

3
年（
1
3
3
3
年
）、鎌

倉
幕
府
倒
幕
を
企
て
た
と
し
て

隠お

岐き
（
島
根
県
）に
流
さ
れ
て
い

た
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
は
、
厳
し
い
監

視
の
目
を
く
ぐ
り
抜
け
隠
岐
を

脱
出
し
、
各
地
の
支
持
者
に
倒

幕
の
命
令
を
下
し
ま
し
た
。鎌
倉

幕
府
の
有
力
御
家
人
で
あ
っ
た

尊
氏
は
、
鎌
倉
幕
府
の
実
質
的

支
配
者
で
あ
る
北ほ

う

条じ
ょ
う

氏
の
支
配

❶
栃木県の人口〔9月1日現在〕 1,993,523人（前月比－158人、前年同月比－6,336人）世帯数757,283世帯

に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
他
の

御
家
人
た
ち
と
と
も
に
天
皇
側

に
つ
き
、約
1
4
0
年
間
続
い
た

鎌
倉
幕
府
を
倒
し
た
の
で
す
。

　

倒
幕
後
、
後
醍
醐
天
皇
は
京

都
に
戻
り
、
天
皇
を
中
心
と
し

た
新
し
い
政
治 

「
建
武
の
新
政
」

を
始
め
ま
し
た
が
、
重
要
事
項

の
決
定
は
す
べ
て
天
皇
と
一
部

の
貴
族
が
行
う
な
ど
の
面
が
武

士
た
ち
の
反
発
を
招
き
ま
し
た
。

　

建け
ん

武む

2
年（
1
3
3
5
年
）、天

皇
の
政
治
に
不
満
を
持
つ
武
士

た
ち
と
と
も
に
、
尊
氏
が
天
皇

に
反
旗
を
翻
し
ま
し
た
。
翌
年
、

戦
い
に
勝
利
し
た
尊
氏
は
、
後

醍
醐
天
皇
の
代
わ
り
に
別
の
天

皇
を
立
て
、
自
ら
は
京
都
に
幕

府
を
開
き
ま
し
た
。
一
方
、
後
醍

醐
天
皇
は
吉
野
（
奈
良
県
）
に

逃
れ
、
足
利
政
権
に
対
抗
し
た

の
で
す
。
2
つ
の
朝
廷
が
並
び

立
ち
、
60
年
に
わ
た
っ
て
争
い

が
続
い
た
動
乱
の
時
代
半
ば
に

尊
氏
は
そ
の
生
涯
を
終
え
た
の

で
す
。

ゆ
か
り
の
名
宝

　

今
回
展
示
さ
れ
る
2
体
の
大

日
如
来
坐
像
は
、
平
安
時
代
の

温
和
な
表
情
の
仏
像
に
比
べ
、目

や
口
な
ど
が
顔
の
中
心
に
寄
っ

た
厳
し
い
顔
立
ち
を
し
て
お
り
、

奈
良
県
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛

【
問
合
せ
】
県
立
博
物
館
☎
0
2
8
･
6
3
4
･
1
3
1
2

力
士
像
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ

る
運う

ん

慶け
い

の
作
風
を
よ
く
表
し
て

い
ま
す
。
両
像
は
、
足
利
氏
の

菩ぼ

提だ
い

寺じ

で
あ
っ
た
樺か

ば

崎さ
き

寺で
ら

（
足

利
市
）
の
下し

も

御み

堂ど
う

と
赤あ

か

御み

堂ど
う

に

安
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

大日如来坐像・国重文　（左）真如苑蔵、（右）光得寺蔵

騎馬武者像（国重文・京都国立博物館蔵／左）、足利尊氏坐像（国重文・大分県安国寺蔵／右）

　

尊
氏
が
墓
参
り
な
ど
で
足
利

を
訪
れ
、
菩
提
寺
の
樺
崎
寺
に

お
参
り
し
た
際
に
は
、
両
像
を

拝
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
両
像
そ
ろ
っ
て
の
栃

木
県
へ
の
里
帰
り
は
、
は
じ
め

て
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
企
画
展
で
は
、こ
の
ほ
か

尊
氏
直
筆
の
和
歌
や
、
合
戦
の

様
子
を
描
い
た「
太
平
記
絵
巻
」

な
ど
の
大
変
貴
重
な
資
料
も
数

多
く
展
示
し
ま
す
。
栃
木
ゆ
か

り
の
武
将
・
足
利
尊
氏
の
足
跡

を
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!
　「とちぎ県民だより」へのご感想をお寄
せください。ご意見をいただいた方の中
から抽選で15名の方に、足利尊氏特別企
画展の招待券（ペア）を差し上げます。
　はがきに、郵便番号・住所・氏名・年齢・
ご感想を記入の上、次のあて先までお送
りください。 〔締切:10/19(金)必着〕

〒320-8501 栃木県広報課
「とちぎ県民だより」係

栃
木
県
立
博
物
館

栃
木
県
立
博
物
館 

開
館
30
周
年
記
念
特
別
企
画
展

周
年
記
念
特
別
企
画
展

そ
の
生
涯
とゆ

か
り
の
名
宝

県
立
博
物
館
で
は
、開
館
30
周
年
を
記
念
し
、10
月
13
日（
土
）か
ら
11
月
25
日（
日
）ま
で（
月
曜
日
は

休
館
）、足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

に
関
す
る
特
別
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。 

現
存
最
古
の
足
利
尊
氏
坐
像
を
は
じ
め
、

尊
氏
ゆ
か
り
の
資
料
約
1
5
0
点
を
展
示
す
る
国
内
最
大
級
の
足
利
尊
氏
に
関
す
る
企
画
展
で
す
。
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アクセス
JR宇都宮駅・関東バス⑩・⑬番ホー
ム、または東武宇都宮駅前バス停か
ら「桜通り経由鶴田駅行」「桜通り経
由西川田駅行」のバスで「中央公園
博物館前」下車（★★）、「長坂経由鹿
沼営業所行」のバスで「文星芸術大
学附属中高」下車（★★）

会期中は駐車場の混雑が予想され
ますので、公共交通機関をご利用く
ださい。

　足利尊氏は、嘉
か
元
げん
3年（1305年）に足利貞氏と上

杉清子の子として、生まれました。足利家は源氏
の血筋で、下野国足利荘（足利市）を本拠とする
莫大な経済基盤を有する名家でありました。
　尊氏には1歳違いの弟・直

ただ
義
よし
がおり、尊氏にア

ドバイスをしたり、協力したりして、兄弟で室町
幕府を開いたのです。尊氏が清水寺に納めた直
筆の願

がん
文
もん
（神への願いごと）には、「この世の幸

せを、すべて弟・直義に授け、直義を平穏に守っ
ていただきたい｣ と書かれており、弟思いだっ
たことがうかがえます。

　足利尊氏には、戦場での勇猛さ、敵方への
寛容さ、部下への気前の良さの三つの徳が
あったといわれています。合戦の最前線に陣
取った尊氏に、配下の武将は後ろにさがるよ
う勧めましたが、尊氏は聞く耳をもたず、ほほ
笑みながら「合戦に負ければそれで終わりな
のだから、敵が近づいてきたら自害する時機
だけを教えてくれればよい」と答え、まったく
動揺する気配を
見せなかったと
いいます。また、
家臣の見事な戦
いぶりに感動
し、その家臣に
自身の腰

こし
刀
がたな
や軍

ぐん

扇
せん
などを与えた

ともいいます。

足利尊氏ってどんな人？？ その１

その２

足
利
尊
氏
直
筆
願
文

（
国
重
文
・
常
盤
山
文
庫
蔵
）

尊氏が配下の武将に与えたといわ
れている日

にち
月
げつ
図
ず
軍
ぐん
扇
せん

（九州国立博物館蔵）

～弟思いの尊氏～

足利尊氏ってどんな人？？

～三つの徳を持つ尊氏～


